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準
師
範
試
験
実
施
要
項

▽
第
七
十
三
次
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る
。 

 

・
規　

定
《
書
体　

行
草
書
》

	

秋
寒
古
戰
場
（
市い
ち
か
わ
か
ん
さ
い

河
寛
斎
）

	
 

読
＝
秋あ

き

は
寒さ

む

し　

古こ

戦
せ
ん
じ
ょ
う場

 

・
臨　

書　

王
羲
之
「
集
王
聖
教
序
」　

十
五
字

	

五
十
七
部
譯
布
中
夏
宣
揚
勝
業
引
慈
雲

 

読
＝
五
十
七
部ぶ

を
（
捴そ
う

（
總
）
將

し
ょ
う

し
、
）
譯や

く

し
て
中

ち
ゅ
う

夏か

に
布し

き
、
勝

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

業
を
宣せ

ん
よ
う揚

し
、
慈じ

 

　
　

雲う
ん

を
（
西

せ
い
き
ょ
く

極
よ
り
）
引ひ

き

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
す
る
。 

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	

嘆な
げ

き
つ
つ
ひ
と
り
寝ぬ

る
夜よ

の
明あ

く
る
間ま

は　

い
か
に
久ひ

さ

し
き
も
の
と
か
は
知
る

（
右

う
だ
い
し
ょ
う
み
ち
つ
な
の
は
は

大
将
道
綱
母
）

 

註
＝
あ
な
た
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
一
人
寝
す
る
夜
の
悲
し
い
こ
と
で
す
。
夜
明

 

　
　

け
ま
で
が
ど
ん
な
に
長
く
思
わ
れ
る
か
、
あ
な
た
は
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
か
。

 

　
　

わ
か
っ
て
は
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
！

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀き
の
つ
ら
ゆ
き

貫
之
）

	

し
ら
ゆ
き
の	

と
も
に
わ
が
み
は	

ふ
り
ぬ
れ
ど	

こ
こ
ろ
は
き
え
ぬ	

も
の
に
ぞ
あ
り
け
る

▽
第
四
十
三
次
詩
文
書
部
課
題

　
　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
。
※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。	

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

下し
た
や
み闇

に
遊あ

そ

べ
る
蝶て

ふ

の
久ひ

さ

し
さ
よ
（
松ま

つ
も
と本

た
か
し
）

　

 

　

註
＝
「
下
闇
」
木
下
闇
に
遊
ぶ
蝶
を
詠
ん
だ
柔
ら
か
な
抒
情
の
句
。
ひ
ら
ひ
ら
と
舞

 

　
　
　

う
蝶
の
姿
に
、
作
者
は
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
者
の
行
き
届
い

 

　
　
　

た
写
生
の
力
を
感
じ
る
句
。

 

・
臨　

書　

牛
橛
造
像
記　

五
字

	

弥
勒
像
一
區

 

読
＝
弥み

勒ろ
く
ぞ
う像

一
區

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
六
段
。
か
つ
満
十
八
才
以
上
で 

『
日
本
書
道
院

	
	

展
出
品
経
験
者
』	

（
二
〇
〇
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
認
め
る
）
。

一
、 

受	

験	

料　

六
千
円	

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、

 
 

郵
便
振
替
に
て
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。 

一
、
日
本
書
道
院
展
に
一
回
以
上
出
品
の
者
（
部
門
不
問
）。
第
72
回
展
出
品
も
可
。
咲
蕾
展

　
　
は
二
回
以
上
。

一
、 

〆　
　

切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌

 

発
表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛

 

筆
で
段
位
・
支
部
名
・ 

氏
名
を
記
入
の
こ
と
。

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

受
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。 

 

ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。 

一
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、 

返
信
料
八
十
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。

◎
師
範
受
験
時
に
は
日
本
書
道
院
展
出
品
が
二
回
以
上
、
「
咲
蕾
展
は
三
回
以
上
」
必
要
と
な

　

る
。
受
験
の
際
は
注
意
す
る
こ
と
。

▼
第
十
五
次
硬
筆
部
準
師
範
課
題

 

・
規　

定

	

　

古
く
か
ら
神
々
が
住
ま
わ
れ
る
と
さ
れ
る
日
本
の
山
々
は
聖
な
る
場
所　

姿
も
美
し
い
。

 

・
臨　

書　

蘭
亭
序
（
王お

う

羲ぎ

し之
）
十
六
字

	
	

　

俛
仰
之
間
、
以
為
陳
迹
。
猶
不
能
不
以
之
興
懐
。

 

　

読
＝
俛ふ

仰ぎ
ょ
うの

間
に
、
以す

で

に
陳ち

ん
せ
き迹

と
為
る
。
猶な

お
之
を
以
て
懐
い
を
興お

こ

さ
ざ
る
能あ

た

わ
ず
。

 

　

註
＝
み
る
み
る
う
ち
に
過
去
の
跡あ

と

と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
な
お
そ
れ
で
さ
え
も
心
を

 

　
　
　

動
か
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
、 

受
験
資
格　

六
段

一
、 

受	

験	

料　

四
千
円

 
　

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、
返
信
料
八
十
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 
〆　
　

切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、
作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌
発

　
　

表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」

　
　

と
朱
書
の
こ
と
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。
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昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

▽
第
一
三
二
回
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

〇
第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］

　
　

次
の
漢
字
又
は
か
な
（
各
書
体
自
由
）
を
縦
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出
。

　
　

漢
字
部

	
	

　

庭
前
幽
草
忽
如
積
　
江
上
落
花
渾
欲
飛
　（
劉り
ゅ
う
す
う崧）

 

　

読
＝
庭て

い
ぜ
ん前

の
幽ゆ

う
そ
う草

忽た
ち
まち

積つ

む
が
如ご

と

く　

江
こ
う
じ
ょ
う

上
の
落ら

っ

か花
渾す

べ

て
飛と

ば
ん
と
欲ほ

っ

す

 

　

註
＝
庭
の
中
に
草
が
積
み
重
な
る
よ
う
に
茂
り
、
江
の
ほ
と
り
の
花
は
皆
散
り
か

 

　
　
　

け
て
い
る
。
●
幽
草
＝
深
く
茂
っ
た
草
。

　
　

か
な
部

	
	

　

由ゆ

ら良
の
門と

を
渡
る
舟ふ

な
び
と
か
ぢ

人
梶
を
絶
え　

行ゆ

く

へ方
も
知
ら
ぬ
恋こ

ひ

の
道
か
な
（
曽そ

ね
の
よ
し
た
だ

禰
好
忠
）

 

　

註
＝
由
良
の
海
を
漕
ぎ
渡
る
船
人
が
櫓
を
な
く
し
て
、
行
方
も
定
ま
ら
ず
漂
っ
て

 

　
　
　

い
く
よ
う
に
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
私
の
恋
路
で
あ
る
こ
と
よ

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
上
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

三
千
円
。 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　
㊟
漢
字
・
か
な
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
（
漢
字
・
か
な
）
を
半
切

　
　

１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
形
式
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も

　
　

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
者
は
一
点
で
も

　
　

よ
い
。

	

〇
第
二
部
［
半
紙
］ 

次
の
漢
字
（
楷
書
）
又
は
か
な
（
書
体
自
由
）
を
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　

・
漢
字
部

　
　
　

花
鳥
装
春
　（
程て
い
か
す
い

嘉
燧
）　
　

 

　

読
＝
か
ち
ょ
う
は
る
を
よ
そ
お
う

　

 

　

註
＝
花
さ
き
鳥
が
な
い
て
春
景
色
を
か
ざ
る
。

　

・
か
な
部

　
　
　

侘わ
び
す
け助

の
ひ
と
つ
の
花は

な

の
日ひ

か

ず数
か
な　
　

（
阿あ

わ

の

波
野
青せ

い

ほ畝
）

　

 

　

註
＝
お
だ
や
か
な
日
和
が
つ
づ
く
。
侘
助
の
一
輪
の
花
を
こ
こ
数
日
楽
し
ん
で
い

 

　
　
　

る
、
の
意
。
作
者
の
静
か
な
心
境
が
表
わ
れ
た
句
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
下
の
も
の 

〔
漢
字
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・

　
　
　
　
　
　
　

氏
名 

（
号
） 

を
競
書
と
同
じ
く
筆
に
よ
っ
て
揮
毫
す
る
。
か
な
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　

名 

（
号
） 

又
は
雅
印
を
捺
し
た
上
に
、
作
品
左
下
隅
に
も
鉛
筆
で
段
級
と

　
　
　
　
　
　
　

支
部
名
、
姓
号
を
記
入
す
る
。
〕

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▽
第
四
十
三
回
詩
文
書
部
課
題

 

〇
第
一
部　

［
半
切
］ 

次
の
俳
句
〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。	

　

・
白し

ら
つ
ゆ露

に
鏡

か
が
み

の
ご
と
き
御み

そ

ら空
か
な　

（
川か

わ
ば
た
ぼ
う
し
ゃ

端
茅
舎
）

 

註
＝
「
露
」
朝
露
に
び
っ
し
ょ
り
濡
れ
た
野
原
に
、
秋
空
は
高
く
澄
ん
で
、
ま
る
で

 

　
　

鏡
の
よ
う
に
明
る
い
。
色
彩
対
称
の
美
し
い
句
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
上
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
三
千
円
。
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　
㊟
詩
文
書
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
を
半
切
１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）

　
　

に
二
点
（
形
式
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

但
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
者
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

〇
第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
俳
句	

（
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
）	

を
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。	

　

・
残ざ

ん
せ
つ雪

や
ご
う
ご
う
と
吹ふ

く
松ま

つ

の
風か

ぜ

（
村む

ら
か
み
き
じ
ょ
う

上
鬼
城
）

 

註
＝
「
残
雪
」
残
雪
と
春
を
告
げ
る
強
風
と
が
早
春
の
つ
め
た
さ
と
息
吹
き
と
を
感
じ

 

　
　

さ
せ
る
。
も
の
静
か
な
一
面
、
こ
の
よ
う
に
動
的
な
早
春
の
頃
を
捉
え
た
句
も
め

 

　
　

ず
ら
し
い
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
四
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 

氏
名
又
は
号
を

　
　

書
い
た
小
票 

（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ
こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 

を
作
品　

　
　

の
左
下
に
貼
付
す
る
。
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部
名
・
氏
名
を

　
　

記
入
の
こ
と
。
［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

一
、 

一
級
以
上
の
も
の
は
第
一
部 

［
半
切
］ 

へ
出
品
の
こ
と
。 

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

一
、 
昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。 

一
、 

受
験
料
は
郵
便
振
替
に
て
作
品
と
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。
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硬
筆
部
・
昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

▼
第
十
七
回

	

○
応
用
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
金
色
に
輝
く
麦
の
穂
波
が
揺
れ
て
い
る　

爽
快
感
一
杯
の
美
味
い
ビ
ー
ル
が
眼
に
浮
ぶ
。

一
、 

受
験
資
格　

一
級
以
上
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と

　
　
　
　
　
　
　

同
じ
く
硬
筆
用
紙
に
書
く
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
二
千
円
。
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

	

○
基
礎
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
日
本
の
夏
祭
り
の
代
表
格
は
京
都
の
祇
園
祭
で
す
。
日
本
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と
同

　
　
　
　
　
　
　

じ
く
硬
筆
用
紙
に
書
く
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
四
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 
氏
名
又
は
号
を

 
 
 
 

書
い
た
硬
筆
用
紙
に
記
入
し
、
硬
筆
用
紙
内
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。

 

［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

一
、 

一
級
以
上
の
も
の
は
応
用
部
へ
出
品
の
こ
と
。

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
氏
名
を
発
表
し
な
い 

（
規
定
違
反
も
同
じ
）
。 

一
、 

昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。 

一
、 

受
験
料
は
郵
便
振
替
に
て
作
品
と
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

※
今
回
か
ら
「
半
紙
段
格
昇
段
」
は
廃
止
と
い
た
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
四
十
四
頁
を
参
照
。

漢　字
安孫子窓月
新 井 栄 花
飯 坂 礼 子
池 本 美 琉
石 山 祥 香
和 泉 澄 枝
市 川 朝 美
伊 藤 蘭 雪
江 村 信 行
大 森 天 雲
岡 田 翠 恵
金 上 穂 楓
川 村 玉 蓮

小 島 麗 溪
小 松 扇 水
近 藤 清 穂
笹 尾 桃 紅
笹 川 妙 子
笹 本 華 扇
鈴 木 朋 華
土 屋 邑 荷
寺 尾 順 子
長 谷 考 静
中西富久子
並 木 美 燁
廣 井 梧 峰

深 井 玉 仙
前 田 紫 央
松 本 博 蓮
丸 山 淞 泉
宮 澤 惠 美
三 輪 華 香
八 戸 白 汀
山 田 喜 美
吉 井 千 扇
渡 邊 伽 萌

か　な
芦 田 良 子
池 　 慶 舟
石 井 喜 祥
石 田 祐 幸
稲 永 桃 舟
上 原 虹 輝
大 嶋 翠 舟
大 野 瑞 雪
駒 林 燈 舟
佐 藤 玉 峯
眞田千恵子
高岡沙智子
多 田 政 隆

玉 虫 香 祥
土井田蓉舟
成 田 桃 苑
別 所 秀 洋
山 下 葦 舟

　詩文書
會 津 翠 鳴
秋 山 彩 扇
黒 岩 妃 呂
颯 田 洋 子
髙 橋 晶 泉

◎

◎
◎
◎

◎ ◎

◎
◎

◎

◎

◎

◎
◎

◎…優秀賞出　品　者

本院同人による「半切サイズ」の作品を中心とした展覧会です。漢字・かな・詩文書

合わせて５９点の作品を展示します。１００人展・選抜展と併せてご観覧ください。

第 14回「日本書道院同人展」開催
会　場　　フェニックスホール（紙パルプ会館）
	 　　〒 104-8139　中央区銀座３－９－１１
	 　　※東京メトロ「銀座駅」Ａ１２出口

会　期　　令和４年 11月 2２日（火）～ 27日（日）
	 　　午前 10時～午後６時（最終日午後４時閉館）


